
第24期日本学術会議 
若手アカデミー活動報告
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2018年10月4日

第24期日本学術会議若手アカデミー代表 
岸村 顕広

資料５

常置の組織として 
若手アカデミーを設置 
（第23期2015年2月～）
45歳未満 (現在63名) 

⬇ 
シニア組織からの
独立性を確保連携
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若手アカデミー（第２４期）発足（平成29年12月28日）

代表
岸村顕広

副代表
新福洋子

幹事
岩崎渉

幹事
高瀬堅吉

63名で活動中

三成副会長と記念撮影する若手アカデミーメンバー 埴淵メンバーによるデザイン
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日本の若手アカデミー（YAJ）の活動：分科会がメイン

①若手による学術の未来検討分科会
（役員：川口慎介、平田佐智子、 中村征
樹、埴淵知哉）
③イノベーションに向けた社会連携分科会
（役員：髙山弘太郎、高瀬堅吉、上村想太郎、
谷内江 望）

④国際分科会
（役員：新福洋子、西嶋一欽、
中西和嘉、安田仁奈）

②若手科学者ネットワーク分科会
（役員：酒折文武、岩崎 渉、井頭麻子、
前川知樹）

広報など

基本的に縦割りの構造は取らず課題別にグループを設定（多様性と機動力を確保）
➡従来の『分野別』では解決困難な課題に柔軟に対応
次の時代に対して責任を取るべき世代としての自覚を持った活動
『高度かつ多様な次世代人材のプール』として社会への窓口・ハブとして機能

① ③
②

④
①②

③

③
④① ③②

若手のための、あるいは、次世代としての活動を”異分野連携の下に”行う。

④
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若手アカデミー運営要綱より
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学術環境が劇的に変化する中，学術界を取り
巻く現状の認識を深めながら，来る時代にお
ける学術の有り様を検討することが求められ
る。学術の未来を担う若手科学者の置かれた
現状を分析し課題を解決する方策を検討する
とともに，学術の発展により獲得される新た
な自然理解が社会をどのように変容しうるか
を検討する。 

メンバー（２３名：平成３０年７月４日現在）

学術への期待と課題（若手から 若手へ）
科学者のあり方、ライフワークバランス
人文社会科学の未来 

発展する自然理解とその社会との対話

   

   
 

   

  

   
   

   
   

  
 

   

   

   
   

   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

学術の未来検討分科会・ ２４期活動プラン
中心的に取り組む内容 目標/起こすべき行動

方法 プロセス

研究者のライフワークバランス
　学術界全体での「ワーク過剰」こそが
原因であるという立場を取り，業界内での
ワークの見直しに取り組む。

学会活動にかかる負担を評価する。
学会活動の負担が増大している感慨を抱く研
究者は少なくない。学会活動にかかる負担に
ついて，データおよび質的評価の両面から調
査・議論し，改善案を構築・提案する。

科学者委・学協会連携分科会の活動と合わせ、国内の学協会について統計情報を収拾・
評価する。
月に博士取得者のキャリアに注目したシンポジウムを開催。学術の動向での特集も検討。

分科会で実験的議論を重ね，シンポジウム開催を目指す。

依然解決しないポスドク問題・
ポスト問題
　減り続けるアカデミックポストと増え続
ける博士号取得者との折り合いを付ける必
要がある。

アカデミア以外の機関が博士持ちに期待
することを明確にし、活躍の場を増やす方
策を探る。
その期待を裏付けることができるか。裏
付けに必要な事項は何か？

発展する自然理解とその社会との対話に
ついて検討。

社会でも頻出する抽象的なテーマを話題
に、各分野の学問からの見解を問いつつ深
掘りする場を持ち、社会と対話する。
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広く内外の若手科学者との連携を図り、
国内の若手研究者のネットワークを形成・
維持することを通じて、若手科学者の抱
えている意見の収集や若手科学者への問
題の提起を行う。こうような観点から、
各種学協会との連絡窓口とし、相互の意
見交換に関する以下の事項等を審議する:

若手科学者ネットワークの運営に関す
る事項
若手科学者の意見収集と問題提起に関

する事項

発足メンバー（１８名：平成３０年７月５日現在）

7

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

   

  
 

  
 

  
 

  
 

 

  
 

  
 

   

  
 

  
 

   

  
 

   

若手科学者ネットワーク分科会・ ２４期活動プラン

方法 プロセス
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①若手科学者ネットワークの運営

②異分野の若手科学者が分野を越えて
意見交換できる場の提供

③若手科学者の意見収集と問題提起 

①、③：若手科学者ネットワーク、及び、若手アカデミーそのものの周知も進め
て、機能強化する。
②：若手科学者サミットを開催。異分野の交流のみならず、行政官などセクター
の異なる方との議論の場を提供する。

中心的に取り組む内容 目標/起こすべき行動

①アニュアルレポートの作成 

②若手科学者サミットの開催

③若手科学者ネットワークを活用した
意見収集 
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科学技術イノベーションをめぐる大変革時
代が到来する中、学術には、社会との連携
を深めながら、広い視野に立って検討する
ことが求められる。そこで、多様な学術分
野の若手科学者から構成される若手アカデ
ミーの下に分科会を設置し、ウェブサイト
や出版を通じた社会への広報活動と、地方
を含めた我が国全体の学術・行政・産業・
NPO などの関係者との交流活動を通じて、
若手科学者による社会連携を推進するとと
もに、社会連携のあり方や科学技術イノベー
ションの社会実装など、学術と社会の関係
について検討を行う。

構成メンバー（19名：平成30年度年7月5日現在）
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イノベーションに向けた社会連携分科会・ ２４期活動プラン

方法 プロセス

科学技術イノベーションをめぐる大変革時
代が到来する中、社会との連携を深めなが
ら、広い視野をもった学術のあり方を検討
する必要がある。一方、若手科学者の社会
連携への参画は活発ではない。

キーワード：
シチズンサイエンス、サイエンスコミュニ
ケーション、 （持続可能な開発目
標）、 、 （官民研究開発投
資拡大プログラム）、地方、若手科学者に
おける社会連携活動、産学連携

社会への広報活動は、ウェブサイトの機能強化や「学術の動向」などへの寄稿を通
じて行う。随時、ネットワーク分科会との連携して行う。
シンポジウム・分科会における勉強会を開催する。

学術の社会連携や科学技術イノベーション
の社会実装への若手科学者のアプローチの
仕方を検討し、若手科学者による社会連携
を推進する。
シチズンサイエンス、 、
、 に関連するシンポ企画・提言・

報告の準備（分科会 回 年）での学習会
シンポジウムの開催（ 年 月、
年 月［予定］）
シンポジウム・分科会の検討結果をま

とめた提言・報告等の原案作成（ 年度
中）
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中心的に取り組む内容 目標/起こすべき行動
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地球社会において日本の学術はどのような役割を果す
べきか。また他国における学術の状況と比較してわが
国の学術をどのように進めていくべきか。これらを、
今後 年以上にわたってわが国の学術を牽引するべき
若手科学者の立場から考え、また世界各国に次々設立
されている若手研究者を主たる構成員とする学術組織
である若手アカデミーとの連携によって実践していく
ために、本分科会を設置する。本分科会では、既に関
係の深い国際的若手学術組織であるグローバルヤング
アカデミーへの参画を通じ、他国の若手アカデミーと
の交流を深め、また我が国との交流連携を深めるため
の催しを考案開催する。分科会は世界規模の問題を解
決するために行動しこの目的のため他国のアカデミー
と共同して国際的発信を行う。

メンバー（１４名：平成３０年６月１８日現在）
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国際分科会・ ２４期活動プラン

方法 プロセス

世界における日本のアカデミアのビジビ
リティの向上
教育システムが脆弱な国や地域での人材
交流 

（スーパーグローバル大学）の可視
化と共有
国際化に伴う大学のインフラ整備

海外におけるデータ取得に関する障壁 

世界の若手研究者との交流を通し、日本の学術
研究活動を周知するとともに発展につなげる。
教育システムの脆弱な国における学協会・業界
団体の役割を整理し、機能強化の協力をする。
受験者がそれぞれの 大学の特色がわかるよ
うにする。
外国人受け入れ手続きを担当する大学職員・教
員が他学の例を参照し、労なく手続きを執行で
きるようにする。 

研究者が複雑な国際法規で規定される現状を周
知し、改善に向けた提案をする。

との連携やアジアでの連携、国際的イベントへの協力・参画。
学協会・業界団体の役割について規程や方法を示すプロジェクトの立ち上げ。
それぞれの 大学の特色がわかるリスト（〇〇の研究なら△△大学、など）があるとよい。
羅針盤的な資料の作成。
仕組み作りが進んでいる大学からの情報収集、文科省のヒアリング。将来的に、英語化された
書類を共有し、外国人受け入れ手続きメモなどをオンラインで共有する仕組みを作る

機関登録で経産省等との情報共有、意見交換。 若手アカデミー全体での連携も。
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中心的に取り組む内容 目標/起こすべき行動
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